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紙面から４月の出来事

●時　事
 3日 日銀短観　 
  　県内の景況感４期連続で改善
 7日 民主党代表に小沢一郎氏　
 14日 景気拡大51カ月、 
  　月例報告経済報告

●山梨県中央会ニュース
 3日 辞令交付式
 7～9日 信玄公祭り
 22～28日 海外研修(中国)

５月の予定

 29日 通常総会

2面  会社法5月施行/息吹

3面  景況情報/情報連絡員の業界の声

　　 共済アラカルト

4面  アクティブ kumiai

5面  Hello!組合事務局/study room

6面  新設組合紹介/ただいま、研究中！

7面  ジョブサポートだより/情報BOX

8面  信玄公まつり/採用職員紹介 

　
平
成
17
年
度
は
、中
央
会
創
立
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
本
会
の
50
年
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
に
お
け
る
企
業
連
携
の
意
義
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
再
構
築
し
、更
な
る
発
展
を
目

的
と
し
た
記
念
事
業
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
は
、中
央
会
創
立
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
本
会
の
50
年
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
に
お
け
る
企
業
連
携
の
意
義
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
再
構
築
し
、更
な
る
発
展
を
目

的
と
し
た
記
念
事
業
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
50
周
年
事
業
を
実
施

さ
ま
ざ
ま
な
50
周
年
事
業
を
実
施

記念植樹

▼
平
成
17
年
６
月
２
日

　
記
念
植
樹

　
笛
吹
市
一
宮
町
﹁
山
梨
県
森

林
公
園
金
川
の
森
﹂に
お
い
て
、

記
念
植
樹
を
行
い
会
員
や
来

賓
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、

ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
の
ポ
ッ
ト
苗

約
７
０
０
本
を
植
樹
し
た
。

　
植
樹
は
、
緑
の
保
全
と
創
出

の
重
要
性
を
訴
え
中
小
企
業

の
環
境
問
題
に
対
す
る
姿
勢

を
内
外
に
示
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
樹
木
の
成
長
に

あ
わ
せ
て
中
小
企
業
の
今
後

の
発
展
を
願
い
実
施
し
た
。

▼
平
成
17
年
９
月
15
日

　
第
57
回
中
小
企
業
団
体

　
　
　
　
　
　
　
全
国
大
会

　
﹁
北
の
大
地
で
誓
お
う
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
精
神
組
織
の
力
﹂を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
札
幌
市

﹁
札
幌
ド
ー
ム
﹂
で
開
催
。
全
国

か
ら
約
８，
３
０
０
人
の
中
小

企
業
団
体
の
代
表
者
が
参
加
し
、

本
県
か
ら
も
記
念
事
業
と
し

て
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
大
会
は
、﹁
景
気
対
策
、
中
小

企
業
対
策
の
充
実
・
強
化
﹂
ほ

か
16
項
目
の
要
望
議
案
を
決

議
し
、
大
会
宣
言
を
満
場
一
致

で
採
択
し
た
。

▼
平
成
17
年
10
月
16
日
〜
18
日

　
富
士
の
国
や
ま
な
し
物
産
展

　
東
京
都
﹁
日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ

ル
﹂に
お
い
て
物
産
展
を
開
催
。

本
県
の
地
場
産
業
、
特
産
品
、

農
産
物
等
を
首
都
圏
に
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
本
県
に
観
光

客
を
誘
致
し
、
本
県
経
済
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
山
梨
県
、
甲
府
市
、
富
士

吉
田
市
、
笛
吹
市
及
び
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
の
後
援

を
得
て
、
首
都
圏
に
向
け
て
の

情
報
発
信
を
行
っ
た
。

▼
平
成
17
年
11
月
９
日

　
創
立
50
周
年
記
念
式
典

　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
の
﹁
ア
ピ

オ
﹂
に
お
い
て
、
県
内
の
中
小

企
業
組
合
関
係
者
ら
約
６
０

０
人
の
参
加
を
得
て
﹁
共
存
、

共
生
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
創
立

50
周
年
式
典
を
開
催
し
た
。

　
表
彰
で
は
、
齢
八
十
路
を
越

え
ら
れ
中
央
会
の
歴
史
と
共

に
永
き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、

な
お
ご
健
在
で
中
小
企
業
組

合
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
方
々
に
対
し
、
敬
意
と
感
謝

を
込
め
て
の
特
別
表
彰
や
組
合
、

産
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
た

３
０
４
の
個
人
や
団
体
を
表

彰
し
た
。
そ
の
後
、
や
ま
な
し

言
葉
の
会
代
表
の
小
林
是
綱

氏
が
﹁
山
梨
を
興
し
た
文
化
と

人
﹂
と
題
す
る
記
念
講
演
や
、

交
流
会
を
行
っ
た
。

▼
平
成
17
年
11
月
20
日

　
中
小
企
業
団
体
親
睦

　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
笛
吹
市
﹁
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
﹂
に
お
い

て
、
中
小
企
業
団
体
の
親
睦
と

交
流
を
図
る
た
め
、
第
36
回
県

下
中
小
企
業
団
体
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
。

　
会
員
を
は
じ
め
１
２
０
人

の
参
加
者
が
あ
り
、
新
ペ
リ
ア

方
式
に
よ
る
団
体
戦
、
個
人
戦

を
行
い
、
日
頃
の
ゴ
ル
フ
の
腕

を
競
い
鋭
気
を
養
っ
た
。

▼
平
成
18
年
１
月
７
日

　
新
春
中
小
企
業
団
体
交
流
会

　
甲
府
市
大
津
町
﹁
ア
イ
メ
ッ

セ
山
梨
﹂
お
い
て
﹁
共
生
団
結
﹂

を
テ
ー
マ
に
２
０
０
６
新
春

中
小
企
業
団
体
交
流
会
を
開
催
。

関
係
者
約
２，
０
０
０
人
が
参

加
し
、
不
況
に
力
強
く
立
ち
向

か
う
企
業
家
精
神
の
活
力
を

取
り
戻
し
て
、
元
気
溢
れ
る
経

営
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
た
。
記
念
講
演

で
は
、林
家
木
久
蔵
師
匠
が
、﹁
僕

の
人
生
落
語
だ
よ
﹂
と
題
し
て

講
演
し
、交
流
会
も
行
っ
た
。

▼
平
成
18
年
２
月

　
創
立
50
周
年
記
念
誌
発
行

　
創
立
50
周
年
に
あ
た
り
記

念
誌
を
発
刊
し
、
中
央
会
の
50

年
の
史
実
を
正
確
、
且
つ
克
明

に
刻
み
会
員
組
合
等
と
共
に

歩
ん
だ
50
年
誌
と
し
て
、50
年
、

１
０
０
年
と
続
く
後
世
に
、
中

央
会
が
中
小
企
業
の
支
援
団

体
と
し
て
存
在
し
た
意
義
を

訴
え
た
。

　
主
な
記
念
誌
内
容
①
50
周

年
記
念
事
業
、
②
中
央
会
の
あ

ゆ
み
、
③
座
談
会
、
④
随
想
、
⑤

提
言
、
⑥
組
合
取
材
、
⑦
組
合

要
覧
、

▼
平
成
18
年
３
月
12
日

　
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り

　
甲
府
市
大
津
町
の
﹁
ア
イ
メ

ッ
セ
山
梨
﹂
に
お
い
て
﹁
共
生

団
結
﹂
を
テ
ー
マ
に
中
小
企
業

組
合
ま
つ
り
を
開
催
。
１
０
３

組
合
・
企
業
が
出
展
し
た
。
11

回
目
を
迎
え
る
組
合
ま
つ
り
は
、

ア
イ
メ
ッ
セ
の
広
い
展
示
場

に
県
内
の
各
業
界
の
産
品
等

の
販
売
・
実
演
・
体
験
な
ど
を

通
し
て
多
様
で
活
力
に
あ
ふ

れ
る
中
小
企
業
の
事
業
活
動

を
広
く
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
場
を
設
け
、
中
小
企
業
や
組

合
に
対
す
る
社
会
の
理
解
を

深
め
こ
と
に
大
い
に
貢
献
し

て
き
た
。﹁
観
光
﹂
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
県
内
外
の
中
小
企
業
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り

中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
の
新

た
な
取
り
組
み
を
行
い
、
県
内

の
経
済
成
長
と
発
展
の
新
た

な
方
向
を
探
る
こ
と
も
目
標

と
し
開
催
し
た
。

▼
平
成
18
年
４
月
22
日
〜
28
日

　
海
外
研
修
事
業

　
　
　
　（
中
国
・
四
川
省
）

　
海
外
研
修
事
業
と
し
て
、
近

年
、
経
済
的
に
急
成
長
し
て
い

る
中
国
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　
会
員
を
は
じ
め
28
人
の
参

加
を
得
て
宮
川
会
長
が
団
長

と
な
り
、
内
藤
副
会
長
が
経

営
す
る
内
藤
家
具
製
造
有
限

公
司
︵
成
都
︶
や
在
北
京
日
本

大
使
館
︵
北
京
︶
な
ど
四
川
省

を
中
心
と
し
た
視
察
を
実
施

し
た
。

　昨年11月をもって山梨県中小企業団体中央会
は創立50年を迎えました。これを記念して記念植
樹、富士の国やまなし物産展、記念式典、記念誌の
発行など様々な事業を実施して参りましたが、改
めまして、先人の方々への感謝の念を深めるとと
もに、いつの時代にありましても厳しい環境に立
ち向かわざるを得ない中小企業の皆様の、たゆま
ぬ発展を目指し、「信頼される中央会」を確立して
いく決意を新たに致したところであります。
　中小企業は日本という体の血液であります。中小企業の働き無くして日本の
発展はあり得ないわけですので、会員組合等の皆様におかれましては誇りと責
任をもって、変革が予想される21世紀を力強く切り拓いていかれることを、多
いにご期待申し上げます。

誇りと責任をもって切り拓く誇りと責任をもって切り拓く2121世紀世紀誇りと責任をもって切り拓く21世紀

会員組合等と共に歩んだ50年誌

新春交流会で講演する林家木久蔵師匠

福を招く組合まつり

宮川睦武会長



息
吹

ibuki
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信
玄
公
祭
り
に
お
も
う

　
山
梨
県
の
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を

告
げ
、
郷
土
の
英
雄
武
田
信
玄
公
の
遺
徳
を
偲

ぶ
県
下
最
大
の
祭
り
﹁
信
玄
公
祭
り
﹂
が
開
催
さ

れ
た
。
第
36
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
マ
ン
ネ
リ

化
や
祭
り
へ
の
気
運
の
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る

な
ど
の
過
去
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、
見
物
客
が

観
覧
し
や
す
い
よ
う
、
ま
た
、
よ
り
県
民
参
加
型

で
賑
わ
い
と
動
き
の
あ
る
日
本
一
の
武
者
祭
り

と
な
る
よ
う
工
夫
さ
れ
る
と
と
も
に
、
開
催
時

間
も
昨
年
よ
り
１
時
間
早
め
て
実
施
さ
れ
た
。




風
林
火
山
を
テ
ー
マ
と
し
た
民
間
団
体
主
導

で
誰
も
が
参
加
で
き
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ

る
エ
キ
サ
イ
ト
﹁
風
林
火
山
﹂
を
新
設
し
、
マ
ツ

ケ
ン
サ
ン
バ
の
振
り
付
け
で
お
馴
染
み
の
真
島

茂
樹
氏
の
振
り
付
け
に
よ
り
総
踊
り
を
行
っ
た
。




ま
た
、
従
来
か
ら
俳
優
が
扮
し
て
い
た
武
田

信
玄
公
役
を
宇
梶
剛
士
氏
が
つ
と
め
た
ほ
か
、

来
年
度
の
大
河
ド
ラ
マ
が
﹁
風
林
火
山
﹂
に
決
定

し
、
甲
州
軍
団
の
軍
師
・
山
本
勘
助
が
注
目
を
集

め
て
い
る
た
め
、
勘
助
役
を
﹁
水
戸
黄
門
の
格
さ

ん
﹂と
し
て
有
名
な
伊
吹
吾
郎
氏
が
つ
と
め
た
。

　
全
国
の
中
央
会
で
初
め
て
観
光
部
門
を
設
け
、

本
腰
を
入
れ
て
、
本
県
へ
の
観
光
客
の
誘
致
、
他

県
へ
の
観
光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
携
わ
っ
て

い
く
本
会
と
し
て
も
、
信
玄
公
祭
り
の
あ
り
方
、

﹁
信
玄
公
﹂﹁
勘
助
﹂
の
人
物
像
を
あ
ら
た
め
て
考

え
直
す
契
機
と
な
っ
た
。﹁
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
﹂
Ｊ
１
昇
格
、﹁
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
の

開
催
、﹁
風
林
火
山
﹂
の
放
映
な
ど
本
県
を
Ｐ
Ｒ

す
る
絶
好
の
機
会
と
す
る
、
文
字
通
り
﹁
息
吹
﹂

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　昨年6月29日に成立した新「会社法」が、5月より施行されます。この会社法は商法、商法特例法、有限会社法を整理・統合したもので非常に多くの改正がなされております。
主な改正点は次の通りです。

     

　1　会社の形態
（1）有限会社の新設はできなくなる
　新会社法施行後は株式会社制度に一本化され、新たに有限会社を設立

することはできなくなります。ただし、既存の有限会社についてはこれま

での規律を維持するために必要な経過措置が設けられ、今後、有限会社に

は次の選択肢があります。

①新会社法施行後も有限会社を存続する
　自動的に「特例有限会社」となり、引き続き「有限会社」の商号使用が認

められます。そのための定款変更や登記申請等は原則不要です。

（注：ただし、新会社法施行時に、旧有限会社が、議決権の数または議決

権を行使することができる事項、利益の配当、残余財産の分配につい

て定款に別段の定めをしている場合は、新会社法施行日から6ヵ月以

内に「みなされた株式の種類、内容及び種類ごとの数」を登記しなけれ

ばなりません。）

②新会社法施行後に株式会社へ移行する
　定款における株式会社への商号変更、特例有限会社の解散登記及び株

式会社の設立登記を行う必要があります。また、今回の改正では最低資本

金制度が撤廃されるため、資本金を増額する必要はありませんが、それま

でなかった取締役に任期が生じ、決算公告も必要となります。

（2）合同会社（日本版LLC）の新設
　新会社法では、「有限責任社員」のみで構成され、「組織の内部自治」が認

められる新たな会社類型として、合同会社が新設されました。社員1人か

ら設立でき、有限責任（出資者が出資範囲内で責任を負う）で役員の権限

や利益配分などを自由に決定することが可能であり、また、取締役会・監

査役などの設置も不要です。

　2　会社設立手続きの簡素化
（1）最低資本金制度の撤廃
　これまで株式会社1,000万円、有限会社300万円の最低資本金が必要で

したが、新会社法では、最低資本金制度が撤廃され、資本金1円でも会社を

設立することができます。ただし、あくまで資本金の最低基準がなくなる

のであり、資本金制度そのものは存続します。

（2）類似商号規制の廃止
　新会社法では、これまで同一市町村内において他人が登記した商号に

ついて、同種の営業について登記することを禁止していた「類似商号規制」

を廃止するともに、「会社の目的」の柔軟な記載が認められます。

　ただし、新会社法施行後は、同一住所、同一商号の登記の禁止や、新会社法・

不正競争防止法の規定により、不正目的の商号使用差止め、損害賠償請求が

可能とすることにより、不正目的の商号使用防止を図ることとしています。

（3）払込金保管証明制度の一部廃止
　発起設立により会社を設立する場合、資本金の払込みについては銀行

等による「払込金保管証明」を不要とし、代わりに残高証明でよいことと

なります。ただし、募集設立の場合は、現行通り払込金保管証明が必要と

なります。

　3　株式会社の機関設計
（1）株式譲渡制限会社
　「株式譲渡制限会社」とは、すべての株式の譲渡について、会社の承認を

必要とする旨の定めを定款に置いている株式会社のことです。

　新会社法では、有限会社制度を廃止して株式会社制度に一本化すると

ともに、株式譲渡制限会社には、株式会社でありながら現行の有限会社に

準じた簡易な規制を選択することを許容しており、株式譲渡制限会社で

あるかどうかが機関設計の新たな基準となってきます。

（2）中小企業にマッチした機関設計
　会社の機関とは、取締役（会）、監査役（会）、会計参与・会計監査人、株主

総会などを指し、これらを組み合わせることを機関設計といいます。

　特に多くの中小企業が該当する「株式譲渡制限会社」では、選択肢が広

がり、会社の実態に合わせた設計ができるようになります。

①取締役会が任意の機関になる。
②取締役会を置かない会社では、取締役は最低1名でもよい
③取締役会を置く会社では、取締役は3名以上必要で、「会計参与」を設
置すれば監査役の設置は任意となる。

④取締役（2年）、監査役（4年）の任期を定款で定めれば最長10年まで延
ばせる。

（3）取締役会を設置しない会社の株主総会
　取締役会を設置しない会社では、次のように株主総会の決議事項が拡

大されるとともに、その招集手続きが簡素化されます。

①決議事項
　株式会社の組織、運営、管理その他株式会社に関する一切の事項

②招集通知
　会日の1週間前（定款でさらに短縮可）までに通知すればよく、方法も書

面等によらず口頭でも可能になります。また、会議の目的事項の記載・記

録も不要となります。

　4　会計参与制度創設
　「会計参与」は、株式会社が任意に設置できる新たな機関です。会計参与

は、その会社の取締役・執行役と共同して、計算書類を作成し、また保存し、

株主や会社債権者に開示することがその職務です。専門家が計算書類の

作成に関与することによって、中小企業の計算書類の信頼性を高めるこ

とを目指して創設されるものです。

◇会計参与とは…
設　置 任意であるが、設置する場合は、定款での規定が必要。また設 
 置した場合は、その旨および氏名または名称の登記が必要。

職　務 ①計算書類作成、②株主総会における説明、③計算書類の保存 
 （5年間）、④株主・債権者への開示、⑤その他
資　格 税理士（税理士法人含む）または公認会計士（監査法人含む）
兼　任 会社または子会社の取締役、執行役、監査役、会計監査人等との 
 兼任不可。顧問税理士が会計参与となることは可能。
選　任 株主総会で選任
任期・報酬 取締役と同様の規定に従う。

　5　剰余金分配手続きの自由化
（1）剰余金の分配
　これまで、利益の配当回数は、通常の配当と中間配当の2回に限られて

いましたが、新会社法では、利益の配当について、株主総会の決議により

いつでも行えることになります。また、配当や自己株式の有償取引等、会

社財産が株主に払い戻される行為が「剰余金の分配」として整理され、統

一の財源規制の下に置かれます。

（2）決算書の種類
　新会社法では、株主への配当が株主総会決議でいつでも可能となるため、

決算後の利益処分方法を示す「利益処分案（損失処理案）」の作成は求めら

れなくなりますが、代わりに配当の原資となる剰余金の変動を示すもの

として「株主持分変動計算書」の作成が必要となります。また、従来の「営

業報告書」は、「事業報告」に名称が変更になります。

◇決算書（計算書類等）の種類

（3）金銭配当と現物配当
　新会社法では、金銭以外の財産で配当を行う手続きが明文化されるため、

自社商品等で配当を行う、いわゆる「現物配当」が可能となります。

　ただし、金銭配当の決議は株主総会の普通決議で足りますが、現物配当

については、原則として株主総会の特別決議が必要とされます。

（4）純資産額制限と分配可能額
　新会社法施行後に配当等を行う場合には、次の2つの制限があるので、

注意が必要です。

①純資産額制限
　配当を行う際、純資産額（貸借対照表上の「資本の部」合計）が、300

万円未満の場合には、剰余金があっても株主に配当することはでき

ません。

②分配可能額
　新会社法では、

・配当
・自己株式の有償取得
・相続人に対する売渡請求、　等
のような会社財産が株主に払い戻される行為を「剰余金の分配」として

整理し、分配可能額を超える剰余金の分配を禁止する統一の財源規制

の下に置いています。

　分配可能額を超えて剰余金の分配を行った取締役やその行為に同意

した取締役は、その分配額を弁済する責任が生じます。

（5）決算公告
　これまで有限会社には決算公告義務がありませんでしたが、新会社

法では、有限会社と株式会社が一本化されることに伴い、特例有限会社

を除く全ての機関設計の株式会社で決算公告が義務付けられます。株

式譲渡制限会社であっても決算公告が義務付けられますので注意が必

要です。

新しい『会社法』がスタートします新しい『会社法』がスタートします新しい『会社法』がスタートします

内容
条文表記
設立できる会社
最低資本金額

同一市町村の類似商号
発起設立時の払込金保管証明
会社の機関設計

取締役・監査役の 取締役
入数・任期
 
 監査役

会計参与

旧制度
力タカナ文語体
株式会社、有限会社、合名会社、合資会社
株式会社：1,000万円
有限会社：300万円 
不可
必要
株式会社：株主総会＋取締役会＋監査役
有限会社：社員総会＋取締役会（＋監査役）
株式会社：3人以上、任期2年
有限会社：1人以上、任期なし

株式会社：1人以上、任期4年
有限会社：設置は任意、設置した場合は任期なし

規定なし

新「会社法」
ひらがな口語体
株式会社、合名会社、合資会社、合同会社（日本版LLC）
制限なし

可能（商標登録されているものを除く）
残高証明でも可
・株式譲渡制限会社では、取締役会の設置が任意
・株主総会＋取締役（最低1名）も可
3人以上、任期2年が原則
株式譲渡制限会社は1人以上で任期は最長10年まで
延長可
1人以上、任期4年が原則
株式譲渡制限会社は設置は任意、任期は最長10年ま
で延長可
新設。全ての株式会社で設置可能

これまで
貸借対照表
損益計算書
営業報告書
利益処分案
（損失処理案）

－
附属明細書

新会社法
貸借対照表
損益計算書
事業報告
－

株主持分変動計算書
附属明細書



第三種郵便物認可　平成18年５月１日（月曜日）中小企業タイムズ（3）

建設会社で従業員18名（３級職15名）、就業中のみ担保
お一人あたり死亡・後遺障害保険金額1,000万円、 
入院保険金日額10,000円、通院保険金日額6,000円の場合

中央会会員の
皆さまへ
耳より情報

共 済 ア ラ カ ル ト

業
界
の
声

情
報
連
絡
員
の

情

報

連

絡

員

　調査対象の50業界のDI値は、製造業は一部の業界で弱い部分があるが、２月
連続して「売上高」がプラス値を示しており回復ぶりがうかがえる。非製造業に
おいても「売上高」が大幅に改善されるなど、全体的に回復の動きが感じられる。
  しかしながら原油価格の先高感が高まっており、燃料費等の高騰に加え、原材
料、包装資材などのコスト高が多くの産業の収益を圧迫している。
  また、生産コスト、仕入コスト等の増加に伴い、資金繰りが悪化している企業
も見られるなど、依然として厳しい経営を余儀なくされている企業が見受けら
れる。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成18年３月分）

石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合
　

　
　
　
　
　
　
副
理
事
長
　
加
藤 

芳
宏 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
石
和
び
ゅ
ー
ほ
て
る
グ
ル
ー
プ

会
長
︶

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
　

　
景
気
に
明
る
さ
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、ホ
テ
ル
旅
館
業
界
で
は
様
々
な

要
因
が
重
な
り
厳
し
い
経
営
環
境
に
さ
ら
さ
れ
、未
だ
景
気
回
復
の
実
感
は
な
い
。

　
３
月
は
、施
設
的
な
差
は
あ
る
も
の
の
横
ば
い
を
維
持
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

幾
分
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
最
近
の
旅
行
傾
向
は
、団
体
旅
行
が
減
り
個
人
旅
行︵
小
規
模
の
グ
ル
ー
プ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
旅
行
︶が
全
体
の
60
％
〜
70
％
を
占
め
、個
人
客
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い

る
。石
和
温
泉
に
来
る
お
客
さ
ん
は
約
60
％
が
女
性
で
あ
る
た
め
、女
性
客
に
好
ま

れ
る
企
画
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
中
で
、石
和
温
泉
に
は
厚
生
労
働
省
か
ら
認
定
を
受
け
た
、健
康
増
進
施
設

が
７
施
設
あ
る
。こ
の
施
設
は
、温
泉
を
利
用
し
た
各
種
の
入
浴
設
備
と
運
動
設
備

が
総
合
的
に
整
備
さ
れ
、健
康
増
進
型
温
泉
入
浴
指
導
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、温
泉
療
法
の
知
識
・
経
験
を
有
す
る
医
療
機
関
と
の
提
携
も
行
わ
れ
て
い
る
。組

合
員
の
従
業
員
約
40
人
が
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、弊
社
で
も
４
人
が
取

得
し
活
躍
し
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
２
０
０
７
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が
﹁
風
林
火
山
﹂
と
決
定
し
、
本
県
を
主
な

舞
台
と
し
て
ド
ラ
マ
の
撮
影
が
始
ま
り
、
来
県
す
る
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
が
J
1
に
昇
格
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
県

へ
試
合
観
戦
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を

誘
致
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
、
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
業
界
を
飛

躍
さ
せ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

趣
味
は
？

　
中
国
の
歴
史
を
調
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
に

広
大
で
歴
史
が
奥
深
い
中
国
に
、
世
界

遺
産
が
32
箇
所
あ
る
が
、
今
ま
で
に
27

箇
所
を
見
学
し
て
き
た
。
目
標
と
し
て

32
箇
所
を
見
学
し
た
い
。
今
年
は
、
12
回

中
国
へ
行
き
た
い
。

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
菓
子
関
連
は
、

砂
糖
、
包
装
資
材
の
高
騰
が
経

営
を
圧
迫
、
更
な
る
値
上
げ
が

懸
念
。
水
産
物
加
工
は
、
ア
ワ

ビ
を
主
体
と
す
る
貝
類
が
中

国
と
の
競
合
に
よ
り
、
依
然
と

し
て
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
採
算

面
が
厳
し
い
。
麺
類
製
造
は
、

一
部
売
上
が
伸
び
て
い
る
企

業
が
あ
る
が
、
小
売
店
や
飲
食

店
の
景
気
が
回
復
し
な
い
限

り
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
織
物
は
、

袖
裏
地
の
発
注
が
減
少
し
て

お
り
、
回
復
の
見
込
み
が
な
い
。

●
木
材
木
製
品
／
木
材
の
販

売
量
・
仕
入
量
は
、
流
通
部
門

は
若
干
増
加
し
た
が
、
製
造
部

門
は
不
変
。
仕
入
価
格
は
流
通

部
門
若
干
上
昇
し
た
が
、
製
造

部
門
は
不
変
。
檜
丸
太
は
、
出

荷
が
順
調
な
こ
と
も
あ
り
価

格
が
前
月
比
若
干
低
下
し
た
。

●
印
刷
／
年
度
末
の
需
要
に

よ
り
売
上
高
は
微
増
し
た
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
出
荷
量
は
、
年
度

末
の
公
共
物
件
の
発

注
残
、
民
需
も
順
調

で
微
増
で
あ
っ
た
が
、

来
期
は
期
待
薄
。

●
鉄
鋼
機
械
金
属
／

機
械
製
造
は
、
発
注

数
量
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
全
体
的
に
好
調
に
推
移

し
て
い
る
が
、
末
端
企
業
の
回

復
は
今
一
歩
で
あ
る
。

●
宝
飾
品
／
宝
飾
品
は
、
低
価

格
商
品
の
動
き
は
あ
る
が
、金
・

プ
ラ
チ
ナ
地
金
価
格
の
高
騰

に
よ
り
、
中
級
品
の
価
格
が
上

が
り
、動
き
が
良
く
な
い
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
新
規

開
拓
し
た
取
引
先
の
代
金
回

収
が
遅
延
し
て
お
り
、
資
金
繰

り
が
悪
化
。
食
肉
小
売
は
、
米

国
産
牛
肉
の
再
禁
輸
と
出
荷

頭
数
の
減
少
等
の
影
響
に
よ
り
、

仕
入
価
格
が
上
昇
し
、
収
益
を

圧
迫
。
家
電
は
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
が
牽
引
し
て
売
上
は
増
加

し
た
が
、
白
物
家
電
は
伸
び
悩

む
状
況
。
地
域
店
の
生
き
残
り

策
と
し
て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
需

要
へ
の
対
応
が
必
要
。

燃
料
販
売
は
、
元
売

各
社
は
２
〜
３
円
／

R
程
度
値
上
げ
し
た
が
、

小
売
店
は
１
月
以
降

の
未
転
嫁
分
を
３
円

程
度
値
上
げ
し
た
。

４
月
は
値
上
げ
で
き

ず
に
現
状
で
推
移
す

る
見
込
み
。
自
動
車

販
売
は
、
販
売
量
は

減
少
し
た
。
利
幅
の

あ
る
車
種
の
売
り
上

げ
が
好
調
で
あ
る
が
、

年
間
の
収
益
は
前
年

を
下
回
っ
た
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ

テ
ル
・
旅
館
は
、
消
費

者
の
安
値
価
格
志
向
、

お
得
感
へ
の
対
応
が

難
し
い
。
他
業
界
か

ら
の
新
規
参
入
者
は

協
会
や
組
合
に
入
ら
な
い
と

こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。

●
建
設
業
／
建
設
業
は
、
公
共

事
業
の
減
少
が
年
々
10
％
程

度
見
込
ま
れ
、
厳
し
い
状
況
が

続
く
。
鉄
構
工
事
は
、
入
札
競

争
の
激
化
に
よ
り
、
下
請
へ
の

し
わ
寄
せ
が
厳
し
く
、
受
注
単

価
が
下
落
し
た
。
管
工
事
は
、

公
共
事
業
の
減
少
の
影
響
に

よ
り
、
売
上
が
減
少
し
た
。
加

え
て
材
料
単
価
が
10
〜
15
％

値
上
が
り
予
定
で
あ
り
、
ま
す

ま
す
厳
し
い
。
型
枠
工
事
は
、

工
事
量
は
あ
る
が
、
安
値
競
争

に
よ
る
採
算
割
れ
で
、
経
営
の

悪
化
が
懸
念
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界
は
、

３
月
は
異
動
時
期
で
あ
り
、
前

年
並
み
の
売
上
が
確
保
で
き

た
が
、
原
油
高
騰
の
影
響
で
経

営
が
厳
し
い
。
ト
ラ
ッ
ク
業
者

は
、
荷
動
き
は
低
調
で
推
移
し

た
。
加
え
て
、
燃
料
価
格
が
再

び
上
昇
し
た
た
め
、
経
営
が
厳

し
い
。

約23.5％割引山梨県中央会Jプランご加入のおすすめ約23.5％割引山梨県中央会Jプランご加入のおすすめ

桜
並
木
が
開
花
し
、並
木
沿
い
に
は

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

問い合わせ

●普通傷害保険（保険金額建・準記名式契約特約全員付保・就業中のみの危険担保特約)

万が一の事故に備えて社員の安心をバックアップ

中央会の団体傷害ならこんなにオトクです。

●三井住友海上火災保険（株）代理店
●㈲山梨県中小企業福祉センター（中央会内）担当：組沢
　〒400-0035 山梨県甲府市飯田2-2-1  Tel.055-237-3215

１.契約者の業種と売上高等から被保険者数算出が可能
２.被保険者数の増減による異動処理が不要
３.確定精算が原則不要
４.業務上・通勤災害に限定した合理的な補償
５.子会社・関連会社・下請け業者の従業員も追加可能
６.経営事項審査で約７，５ポイントの加点評価

スーパーJプランの商品メリット
スーパーJプランほかに

※上記は職種級別３級（建設作業者、ガス配管工事）の保険料です。それ以外のご職業の場合に
　は、取扱代理店または引受保険会社までご照会ください。

月々 63,210円 月々月々 53.85053.850円月々月々 53.85053.850円月々 53.850円

1年間で年間で112,32012,320円も円もお得お得1年間で112,320円もお得

通常の傷害保険に
加入している場合 毎月の毎月の

保険料は保険料は
毎月の
保険料は

中央会の
団体傷害なら
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

第
35
回
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
〜B

rillia
n
t 

春
の
輝
き
、甲
府
か
ら
。〜

信
玄
公
ま
つ
り
輝
き
の
祭
典『
大
宝
飾
展
』

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　
　
お
茶
会
を
開
催

『
ま
ち
の
駅
く
し
が
た
』

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
！

南アルプス特産品企業組合・
ほたるみ館

指定管理者

山梨県造園建設業協同組合

協同組合山梨県ジュエリー協会TOPIX

TOPIX

TOPIX

　
去
る
４
月
６
日
、
南
ア
ル

プ
ス
特
産
品
企
業
組
合
・
ほ

た
る
み
館
︵
青
　
和
江
理
事

長
︶
は
、
こ
の
４
月
か
ら
新

た
に
運
営
を
開
始
す
る
﹃
ま

ち
の
駅
く
し
が
た
﹄
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
た
。

　
同
施
設
は
、
平
成
15
年
９

月
の
地
方
自
治
法
改
正
に

よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
﹃
指
定

管
理
者
制
度
﹄
に
よ
り
、
南

ア
ル
プ
ス
市
か
ら
の
民
間

委
託
を
受
け
同
組
合
が
４

月
か
ら
同
施
設
の
運
営
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
同
組
合
は
、
平
成
11
年
に
農
産
物
加
工
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た

﹃
ほ
た
る
み
館
﹄︵
南
ア
ル
プ
ス
市
︶
を
拠
点
に
本
格
的
に
活
動
を
始
め
、

平
成
16
年
に
企
業
組
合
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
も
﹁
地
産

地
消
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
地
域
住
民
と
の
交
流
の
促
進
﹂
や
、
特

に
、
同
組
合
で
実
施
す
る
朝
市
で
の
生
鮮
野
菜
類
と
加
工
品
の
販
売
、

近
隣
小
中
学
校
と
保
育
所
に
野
菜
や
加
工
品
を
納
入
す
る
な
ど
地
産

地
消
活
動
と
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
ま
た
﹃
指
定
管
理
者
制
度
﹄
は
、
民
間
と
行
政
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
対

応
す
る
た
め
、
公
の
施
設
の

管
理
に
民
間
の
能
力
を
活

用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、﹃
ま
ち
の
駅
﹄

の
持
つ
本
来
の
機
能
で
も

あ
る
﹁
人
と
人
と
の
交
流
﹂

な
ど
、
地
域
情
報
発
信
地
と

し
て
今
後
新
た
な
役
割
を

担
う
こ
と
と
な
る
。

　
な
お
、
同
施
設
で
は
地
元

食
材
を
加
工
し
た
食
品
を

販
売
す
る
他
、
カ
フ
ェ
や
ギ

ャ
ラ
リ
ー
な
ど
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
今
後
５
名
の
職

員
が
専
門
に
運
営
に
あ
た
る
。

多くの来場者で賑わう

５名のスタッフの皆さん

■山梨県緑化センター
　甲斐市（旧竜王町）篠原７－１
　TEL 055-276-2020
　H P http://www.y-ryokuka.ecnet.jp

オープニングテープカット

会場風景

　
協
同
組
合
山
梨
県
ジ

ュ
エ
リ
ー
協
会
︵
松
葉
惇

理
事
長
︶
は
４
月
６
日
・

７
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
甲
府
市
の
﹁
ア
イ
メ
ッ

セ
山
梨
﹂
に
お
い
て
﹁
第

35
回
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー

フ
ェ
ア︵K

o
fu
Jew

elry


F
air2006

︶﹂を
開
催
し

た
。

　
フ
ェ
ア
は
、
山
梨
県
内

の
有
力
ジ
ュ
エ
リ
ー
メ

ー
カ
ー
な
ど
約
１
０
０

社
が
一
同
に
会
し
た
総

合
展
示
会
で
、全
国
か
ら
宝
飾
品
メ
ー
カ
ー
や
流
通
業
者
な
ど
が
訪
れ

た
。
２
日
間
の
来
場
者
数
は
２，
９
３
７
人
、
総
売
上
約
35
億
円
と
、
毎

年
、前
年
を
上
回
る
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
る
。

　
日
本
国
内
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
、

海
外
製
品
の
国
内
進
出
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

国
内
の
宝
飾
製
品
の
産
地
で
あ
る
山
梨
か
ら
、新
作
な
ど
を
全
国
に
発

信
す
る
こ
の
展
示
会
は
、業
界
で
は
常
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
特
に
、今
回
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
地
甲
府
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
た
め
、

従
来
の
プ
ラ
チ
ナ
合
金
よ
り
も
純
度
が
高
く
、硬
く
傷
が
付
き
に
く
い

Ｐ
ｔ
９
５
０
以
上
の﹁K

o
o
-
fu

地
金
﹂︵
ク
ー
フ
ー
︶を
使
っ
た
新
製
品

が
数
多
く
出
品
さ
れ
、注
目
を
集
め
て
い
た
。

　
ま
た
、４
月
８
日
は
、信
玄
公
ま
つ
り
輝
き
の
祭
典﹃
大
宝
飾
展
﹄が
同

会
場
で
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
世
界
有
数
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

産
地
で
あ
る
山
梨
を
広
く
一
般
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、昨
年
に
引
き
続
き

﹁
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア
﹂を
一
般
に

開
放
し
た
。
出
展
各
社
の
商
品
や
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
総
額
は
約
２，
０
０

０
億
円
に
も
の
ぼ
り
、
一
般
に
公
開
す

る
ジ
ュ
エ
リ
ー
展
示
会
と
し
て
は
国
内

最
大
規
模
と
あ
っ
て
、
昨
年
を
上
回
る

２，
５
２
２
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
会
場
内
は
、各
社
の
商
品
の
展
示
・
販

売
の
ほ
か
、
純
金
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
や

ジ
ュ
エ
リ
ー
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ

ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
無
料
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

竜王駅
至甲府至韮崎

至韮崎

至八田

至石和

至甲府
甲府バイパス

●山梨中央銀行

●消防署甲斐市役所●

至
中
央
市

山
県
神
社

●

緑化センター

20

　
新
年
度
よ
り
甲
斐
市
篠
原
﹁
山
梨

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
﹂
の
指
定
管
理
者

と
な
っ
た
山
梨
県
造
園
建
設
業
協

同
組
合
︵
辻
宏
三
理
事
長
　
組
合
員

35
社
︶
が
、
指
定
管
理
者
と
な
っ
て

は
じ
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
お

茶
会
を
4
月
22
日
に
開
催
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
セ
ン

タ
ー
の
新
緑
を
楽
し
む
家
族
連
れ

2
0
0
人
以
上
が
訪
れ
た
。
お
茶
会

で
は
茶
道
裏
千
家
の
雨
宮
宗
栄
先

生
の
野
点
が
行
わ
れ
、
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
気
軽
な
雰
囲
気
の

中
で
お
茶
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
中

村
麗
声
社
中
︵
組
合
事
務
局
の
中
村
麗
子
さ
ん
が
代
表
︶
の
お
琴
の
演

奏
会
も
開
か
れ
、和
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

　
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
は
、
山
梨
県
の
緑
化
推
進
の
普
及
啓
蒙
活

動
を
行
う
た
め
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
施
設
。
組
合

で
は
、
こ
れ
ま
で
閉
園
し
て
い
た
土
日
も
オ
ー
プ
ン
す
る
と
と
も
に

夏
期
は
無
休
と
し
、
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
・
盆
栽
展
・
植
木
市

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
し
、
一
般
県
民
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、﹁
緑
の
教
室
﹂と
名
づ
け
た
公
開
講
座
で
は
、ハ
ー
ブ
づ
く
り
・

ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
・
ミ
ニ
盆
栽
・
植
木
の
手
入
れ
・
病
害
虫
駆
除
な
ど
の

講
習
会
を
組
合
員
や
外
部
専
門
家
を
起
用
し
て
年
間
23
回
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
計
画
し
て
お
り
、
な
か
で
も

8
月
20
日
に
開
催
す
る
﹁
親
子
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
﹂
は
、
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
る
巨
木
を
利
用
し
た
専
門
家
に
よ
る
本
格
的
な
木
登

り
体
験
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
組
合
で
は
こ

う
し
た
様
々
な

取
り
組
み
の
中
で
、

緑
化
セ
ン
タ
ー

の
知
名
度
と
集

客
力
と
を
高
め

て
い
き
、
指
定

管
理
者
と
な
っ

た
成
果
を
上
げ

て
い
こ
う
と
つ

と
め
て
い
る
。

の

だ

て
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き
ら
ら
シ
テ
ィ
の
シ
ン
ボ
ル

 
 
 
 
 
 「
カ
リ
ヨ
ン
タ
ワ
ー
」

組合事務局Hello!Hello!

●長坂ショッピングセンター事業協同組合長坂ショッピングセンター事業協同組合●長坂ショッピングセンター事業協同組合

八ヶ岳の麓、日常の暮らしとリゾートが交差する北杜市長坂町。八ヶ岳の麓、日常の暮らしとリゾートが交差する北杜市長坂町。
中央道・長坂中央道・長坂ICIC近くにあるショッピングセンター「きららシティ」の近くにあるショッピングセンター「きららシティ」の
専門店専門店2222店舗をまとめているのが店舗をまとめているのが
長坂ショッピングセンター事業協同組合である。長坂ショッピングセンター事業協同組合である。
今回は事務局課長の小尾さんにお話を伺いました。今回は事務局課長の小尾さんにお話を伺いました。

八ヶ岳の麓、日常の暮らしとリゾートが交差する北杜市長坂町。
中央道・長坂IC近くにあるショッピングセンター「きららシティ」の
専門店22店舗をまとめているのが
長坂ショッピングセンター事業協同組合である。
今回は事務局課長の小尾さんにお話を伺いました。

設立／平成10年1月13日

所在地／北杜市長坂町大八田160

理事長／藤森正司

組合員数／16人　職員数／4人　

出資金／148,560千円

TEL／0551-32-8111　

FAX／0551-32-7328

URL／http://www.kirara-city.com/　

E-mail／kirarasc@mx2.nns.ne.jp Hello!

事務局課長：小尾智巳さん

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
貸
し
ホ
ー
ル
な

ど
の
施
設
管
理
、
季
節
毎
の
セ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
販
売
促
進
事
業
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
経
営
改

善
指
導
講
習
会
な
ど
の
教
育
研
修
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
業
訓
練
校
や
昨
年
度
ま
で
の
３
年
間
、

人
材
確
保
推
進
事
業
で
組
合
の
雇
用
管
理
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
﹁
き
ら
ら
シ
テ
ィ
﹂
に
は
、

花
屋
、
本
屋
、
薬
局
、
旅
行
代
理
店
、
美
容
院
な
ど
22
の

専
門
店
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
っ
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
 

　
　
い
ま
す
か
？

　
組
合
運
営
の
一
般
事
務
、
テ
ナ
ン
ト
の
売
上
金
の
管

理
な
ど
経
理
事
務
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
貸
出
管
理
、
各

種
販
促
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
お
客
様
の
声
を
反
映
す
る
た
め
に
投
書
箱
・
掲
示
板

を
設
置
し
て
お
り
、
今
は
地
域
の
さ
く
ら
名
所
マ
ッ
プ

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
直
接
お
客
様
に
接
す
る
機
会
は
少
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
か
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
か

の
初
心
を
忘
れ
無
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

テ
ナ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
づ
く
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
大
勢
の
お
客
様
に
足
を
運
ん
で
頂
け
る
こ
と
が
な

に
よ
り
励
み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
忙
し
い
中
、
仕
事
が

一
区
切
り
す
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
繁
忙
期
に
は
４
０
０
台
収
容
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス

で
は
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
の
で
お
越
し
頂
く
お
客
様
に

対
し
て
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
研
修
で

の
従
業
員
教
育
は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
多
く
、
入

れ
替
わ
り
が
激
し
い
の
で
継
続
的
な
効
果
が
表
れ
に

く
い
の
が
悩
み
で
す
。

　
　
最
後
に
ひ
と
こ
と

　
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
会
員
を
継
続
的
に
募
っ
て
お

り
、
各
店
持
ち
回
り
で
毎
月
誕
生
日
を
迎
え
る
お
客
様

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
行
楽
の
お
帰
り
の
際
、
近
く
に
寄
ら
れ
た
際
は
﹁
き

ら
ら
シ
テ
ィ
﹂
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。﹁
衣
食
住
﹂
全

て
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
で
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
自
動
車
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
︵
集
ま
っ
た
お
金
の
一
部
は
福
祉
団
体
に
寄
付
︶

を
５
月
21
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

QQQQQQ

地域密着の地域密着のワンワンストップ・トップ・ショッショッピングを
提供していま提供しています。
地域密着のワンストップ・ショッピングを
提供しています。

StudyroomStudyroomStudyroom

　中央会の会員組合の約８割が４月・５月に通常総会を開催しています。通常総会は代
表理事（理事長）によって毎事業年度１回必ず定期的に招集される総会で、少なくとも決
算関係書類（事業報告書・財産目録・貸借対照表・損益計算書及び剰余金処分案又は損失
処理案）を監事の意見書とともに提出して、その承認を受けなければなりません。
　総会は組合員全員で構成され、適法に招集された組合員が議決の方法によって組合の
意思を決定する最高の意思決定機関です。

■総会の議決事項
　総会は法令及び定款・規約に反しない限り、組合に関する一切の事項について議決す
ることができます。また、組合員及び役員はその議決に拘束されることになります。主な
議決事項は①定款の変更、②規約の設定・変更又は廃止、③毎事業年度の収支予算及び事
業計画の設定又は変更、④経費の賦課及び徴収の方法、⑤組合員の除名、⑥役員の選挙ま
たは選任、⑦組合員による組合役員のリコール、⑧新設合併の場合における設立委員の
選任、⑨決算関係の書類の承認、⑩組合の合併の決議があります。

■総会開催準備と事後処理
　総会開催には法令に定められた手続き、事前の準備が必要です。また、総会終了後には
書類提出が義務付けられているものが多数あります。次のフローチャートを参考にモレ
がないようにチェックして下さい。

準備はＯＫ？通常総会 

お　び　ともみ

■フローチャート
総
会
・
理
事
会
の

開
催
手
続
き

認
可
・
届
出
・
登
記
・

確
定
申
告
の
手
続
き

年
度
末

事
業 3/31 4/1 4/23

理事会開催通知

4/28 4/30 5/6

主たる事務所
（４週間以内）
従たる事務所
（５週間以内）

〈組合法第42条〉
７日前まで
（全員の同意により省略可）

出資の変更登記
〈組合法第86条第２項〉

5/9

理事会

通常総会提出議案・
開催日・
開催場所等審議

通常総会開催通知
到達日

（注）10日前までに
　　到達していること

〈組合法第49条〉
1.総会招集通知書
2.委任状

監事の監査

７日前まで

監査意見書の提出

〈組合法第40条第１項、２項〉

理事の改選をしたいとき

通常総会

5/16 5/30

定款変更を決議したとき

代表理事の変更をしたいとき

理事・監事の変更をしたいとき

理事会
（重任を含む）
速やかに

（代表理事の選任その他）

（任期満了による重任を含む）

（重任を含む）

〈組合法第51条・53条〉

就任日より
２週間以内

役員変更届

代表理事変更登記

定款変更認可申請

通常総会終了後
２週間以内

〈組合法第35条の２〉
（注）理事・監事全員
（重任・補充の場合も含む）

２ヶ月以内

就任日より
２週間以内

速やかに

決算関係書類の提出

〈組合法第86条〉

〈組合法施行規則第５条〉

〈組合法第105条の２〉

5/31

認可書到達

法人税・県・市民税の確定申告

定款変更に
伴う登記

２
週
間
以
内

〈法人税法第74条〉

〈組合法第86条〉

●決算日を３月31日、
　通常総会開催日を
　５月16日と仮定した場合
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　このコーナーは、山梨大学の先生とその研究を紹介することで、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけになれば」と企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を書くようにしています。そのため、研究内容
が正確に伝わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

山梨大学　研究室訪問 第４回

ただいま、研究ただいま、研究中!ただいま、研究中!
地震に強い橋を作る

～ゴムを応用した免震・制震技術の研究～

●免震・制震技術に関すること、ゴムの力学特性の計測や数値シミュレーションに関するご相談がありましたら、
　山梨大学･知的財産本部（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

吉田純司先生
　（ 工学部 土木環境工学科　助教授 ）

■地震に対する構造物の免震・制震の研究をされてい
るとお伺いしましたが
　阪神淡路大震災で高速道路の橋脚やビルが倒壊

した映像は記憶に残っていると思います。構造物が

どの程度の地震に耐えられるかという課題に対して、

構造物自体の強度（現在問題になっているマンショ

ンなどの耐震強度）を上げるという方法もありますが、

もう一つ、免震や制震の技術によって地震発生時の

構造物の「揺れ」を小さくするという方法があります。

　現在、ゴムを利用した免震・制震技術、特に、橋な

どの非常に重たい土木構造物の免震・制震に使われ

る「積層ゴム」の設計や評価、数値計算（FEM）による

性能予測システムの確立などの研究を行っています。

■積層ゴムを使った免震・制震技術とは
　高速道路などの橋桁は１スパン30㍍程度のもの

でも1,000㌧くらいの重さがあり、その重さを支え

つつ地震時には揺れを小さくする素材として「積層

ゴム」が使われています。

　積層ゴムとは、ゴムと金属などの異種材料をサン

ドイッチ状に何層も張り合わせた素材の総称で、ゴ

ムの柔らかく伸びやすい特性により横方向には変

形して地震の揺れを低減できるとともに、鋼と積層

状に組み合わせることにより縦方向には重いもの

をしっかりと支える構造になっています。横方向の

柔らかさと縦方向の堅さ（剛性）との差は数千倍〜

１万倍にもなります。

　我が国は地震が多いだけでなく平野部が少ない

ことから、道路網には多くの橋があり、地震に強い

橋を作ることは社会インフラにとって重要な役割

を担っています。

　また、現在は、免震・制震性能を測定するために何

千㌧もの負荷がかけられる試験装置を使い多くの

手間と時間をかけて現場に施工される積層ゴムの

性能試験を行っており、積層ゴムの製造と性能試験

のためのコストが橋全体の建設費の10％近くを占

めているといわれています。また、積層ゴムの設計は、

経験や従来例に基づいて行われているため、それぞ

れの現場に最適な設計が行われているとは言い難

いのが現状です。

　そこで、積層ゴムに使うゴム素材に関する実験デ

ータから、積層ゴムの免震・制震性能を割り出せる

ような計算モデルを確立できれば、性能試験の簡素

化や設計の最適化・効率化を図ることができるから、

社会的な貢献度も大きいと考え、研究を行っています。

■ ゴムは私たちにとって身近な存在ですが
　ゴムは世界中のメーカーのたくさんの研究者が日々

材料の研究を積み重ねている奥の深い世界です。ゴ

ムの多くは、ゴムの木からとれる「天然ゴム」に様々

な添加剤を混ぜて作られており、どのような添加剤

をどのくらい混ぜるかによってその性能が大きく

変わります。現在、数百種類のゴムがあるといわれ、

一番多く目にする自動車タイヤをはじめとして、コ

ンピュータのハードディスクを衝撃から守る緩衝

材など、幅広い分野で利用されています。

　これまでの研究を通じて、ゴムの材料や性能評価･

試験、ゴム製品の設計、解析などに関する専門的な

知識や技術を蓄積してきています。免震・制震材と

しての利用だけでなく、ゴムの性能評価や設計、ゴ

ムの利用に関するご質問やご相談があれば、お気軽

にご連絡下さい。

橋梁における免震用積層ゴム

げた

近
年
輸
入
材
主
体
の
木
材
市
場
の
中
で
、地
域

　
の
林
業
・
木
材
産
業
は
従
事
者
の
減
少
・
高

齢
化
と
相
ま
っ
て
苦
境
に
置
か
れ
て
お
り
、
豊
富

な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
産
業
の
再
生
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、環
境
や
健
康
に
対
す
る

人
々
の
意
識
の
高
ま
り
の
中
で
、
木
材
の
地
産
地

消
に
よ
り
健
康
や
環
境
に
貢
献
す
る
家
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、﹁
山
梨
の
県
産
材
を
活
用
し
、
健

康
に
も
環
境
に
も
配
慮
し
た
住
宅
を
普
及
さ
せ
た

い
﹂
と
の
思
い
か
ら
林
業
及
び
木
材
関
連
産
業
と

住
宅
産
業
関
係
者
が
連
携
し
て
研
究
会
を
平
成
15

年
に
発
足
さ
せ
、さ
ら
に
、平
成
17
年
４
月
に
事
業

協
同
組
合
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
当
組
合
で
は
、住
宅
の
木
材
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を

中
心
と
し
た
﹁
南
部
の
木
﹂
を
使
用
し
て
お
り
、
研

究
に
よ
り
通
常
の
構
造
材
だ
け
で
な
く
、
細
部
の

造
作
に
至
る
ま
で
１
０
０
％
の
利
用
を
可
能
に
し
、

ま
た
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
そ
の
他
部
材
に
も
極
力
地

産
品
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
健
康
に
対
し
て
は
、
薬
剤
処
理
を
一
切
行
わ
な

い
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

な
ど
の
健
康
に
害
の
な
い
配
慮
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
地
域
材
を
活
用
し
、解
体
後
自
然
に
帰
る︵
リ

サ
イ
ク
ル
︶材
料
を
使
っ
て
お
り
、地
産
地
消
に
よ

る
資
源
循
環
と
地
球
環
境
に
貢
献
す
る
住
ま
い
づ

く
り
を
提
案
し
て
い
る
。

　
組
合
で
は
、森
林
を
き
ち
ん
と
循
環
さ
せ
、有
害

物
質
の
使
用
を
削
減
し
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
、
そ
し
て
循
環
型
の
資
源
に
よ
る
持
続
可
能

な
社
会
を
次
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
現
在
、
甲
府
市
平
瀬
町
に
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
展

示
し
て
い
る
。

建具、キッチンも
安心素材のオリジナル

県内の無垢材だけで作る地産地消の住まい

協同組合 
山梨県産材健康住宅研究会

理事長／杉山 好史
設立／平成17年４月14日
住所／山梨県南巨摩郡南部町南部8013-1
TEL／0556-64-3888　FAX／0556-64-3580
HP／http://www.geocities.jp/vernacular_alps
Eメール／vernacular_alps@yahoo.co.jp

新設組合紹介
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ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
りjob support

求
人
と
求
職
の
狭
間
で

■

都
内
の
有
名
企
業
X
社
に
応
募
書
類
を
提
出
し
た
A
さ
ん
。
大

き
な
期
待
を
抱
き
な
が
ら
面
接
連
絡
を
待
っ
て
い
た
が
、
企
業
か
ら

は
何
の
連
絡
も
な
く
１
ヶ
月
以
上
が
経
過
。
こ
の
間
、
半
分
諦
め
な

が
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
明
日
に
で
も
連
絡
が
あ
る
か
も
と
、
未
練

を
引
き
ず
り
な
が
ら
の
再
就
職
活
動
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
失
意
の
な
か
で
Y
社
の
求
人
を
見
つ
け
出
し
た
。
経
験
の

な
い
異
業
種
で
は
あ
っ
た
が
、
山
梨
で
一
か
ら
や
り
直
そ
う
と
決
意

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
紹
介
状
を
貰
い
に
い
っ
た
。
し
か
し
求
人
票

に
記
載
さ
れ
た
経
験
の
な
い
人
に
は
紹
介
で
き
な
い
と
い
わ
れ
た

と
、が
っ
か
り
し
困
惑
し
た
表
情
で
戻
っ
て
き
た
。

　
即
刻
、
A
さ
ん
を
連
れ
て
担
当
者
に
求
人
企
業
へ
の
面
接
の
打
診

を
お
願
い
し
た
。
や
は
り
、
求
人
の
職
種
経
験
が
な
い
の
で
だ
め
だ

と
の
回
答
。

■

求
人
条
件
に
本
人
A
さ
ん
の
経
験
が
ピ
タ
リ
と
マ
ッ
チ
し
て

い
な
い
の
は
承
知
済
み
で
あ
っ
た
。
求
人
者
が
面
接
に
応
じ
て
さ
え

く
れ
れ
ば
、
A
さ
ん
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
た
。

　
一
般
的
に
企
業
の
立
場
は
、
類
似
の
経
験
が
あ
り
短
期
で
即
戦
力

に
な
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
採
用
を
検
討
す
る
は
ず
。
だ
か
ら
必
要
経

験
が
な
く
て
も
、
面
接
に
な
れ
ば
相
手
が
納
得
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

と
対
応
を
準
備
さ
せ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
担
当
者
に
は
過
去
、
そ
の
会
社
に
求
職
者
を
紹

介
し
た
際
の
事
情
や
経
緯
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
再
度
の
依
頼
で

紹
介
状
の
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
し
て
4
日
後
に
内
定
を
獲
得
。

A
さ
ん
は
心
機
一
転
、新
た
な
勤
務
に
意
欲
を
燃
や
し
始
め
た
。

■

し
か
し
勤
務
開
始
が
目
前
に
迫
っ
て
、
先
の
X
社
か
ら
面
接
連

絡
が
届
い
た
。
気
持
を
切
り
替
え
た
は
ず
だ
っ
た
A
さ
ん
の
想
い
が

再
燃
。
他
社
へ
の
気
持
を
断
ち
切
れ
ず
に
勤
務
す
る
の
は
悔
い
が
残

る
と
、
悩
ん
だ
末
の
Y
社
の
辞
退
で
あ
っ
た
。
今
度
は
X
社
か
ら
の

内
定
通
知
を
、首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
る
。

■

よ
い
人
材
を
採
用
し
た
い
。
よ
い
企
業
に
入
社
し
た
い
。
こ
の

求
職
･
求
人
の
狭
間
で
多
く
の
人
間
ド
ラ
マ
が
交
差
す
る
。
本
人
に

と
っ
て
は
よ
い
企
業
に
決
ま
っ
て
欲
し
い
。
企
業
に
と
っ
て
も
よ
り

よ
い
人
材
を
採
用
し
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
考
え
で
求
職
相
談
に
応
じ

て
い
る
の
だ
が
、
今
回
の
事
例
は
、
そ
の
立
場
た
ち
ば
で
問
題
を
論

じ
る
に
は
絶
好
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
な
っ
た
。

情報BOX

相続・事業継承セミナー＆
ご後援者のつどい

三井生命
80周年
記念

s16：30～17：10

「これで安心！事業継承と自社株対策」
　講師：法人ソリューショングループ　山本　誠氏

第一部

第二部

懇親会

s17：20～18：00

「知って納得！資産運用のコツ」
　講師：PMMサービス部　ファイナンシャルアドバイザー　池田　茂明氏

問い合わせ先　　三井生命保険　山梨支社　Tel.055－224－3172

s18：10～19：30

開催日時　平成18年５月24日（水） 16：30～19：30

開催場所　岡島ローヤル会館（甲府市丸の内１－21－15）

マタニティマークをご利用下さい。
利用目的
　このマークは妊産婦が交通機関等を利用する際に身に
つけ、周囲が妊産婦への配慮を示しやすくするものである。
　さらに交通機関、職場、飲食店、その他公共機関が、その
取り組みや呼びかけ文を伏してポスターなどとして掲示
し、妊産婦にやさしい環境づくりを推進するものである。

利用方法
　このマークは厚生労働省HPからダウンロードし、個人、
自治体、民間団体等で自由に利用できる。詳細については、
厚生労働省HPを参照のこと

掲載場所　　http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/03/h0301-1.html
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New
Face

　４月８日、９日の２日間、第36

回信玄公祭りの一環として催さ

れた「賑わい城下町・甲斐の物産

町中市（甲府市中央一丁目かすが

も−る）」に青年中央会が初出店

した。「賑わい城下町」はお祭りの

賑わいを中心商店街に創出する

ことを目的に地酒の試飲販売や

県産品の飲食を中心に行われて

おり、中央会では、恒例の木臼と

杵でついた“つきたてのお餅”を

提供した。

　一昔前は年末になると、餅つき

をする光景が各地で見られたが、

近頃は機械でついたり、お店で鏡

餅・板餅を購入したりする家庭が増えており、目の前で餅つきを見る機会は珍しくなっている。毎年、「昔

とった杵柄」のとおり、若者に負けじと昔を思い出して参加するお年寄り、目をきらきらと輝かせて参加

する子供、彼女にいいところを見せようと意気込む若者と様々な参加者があるが、今年は日本文化・伝統

行事に触れたい外人が参加するなど、多くの参加者

がギャラリーを呼ぶ相乗効果があり、行列ができる

ほど盛況し、またたくまに完売した。

　一方、青年中央会は初出店であり、豚汁、フランク

フルト、生ビール等の販売、ボール投げゲームを手探

りの中行った。役員を中心に参加したが、持ち前のキ

ャラクターを発揮し、お客様とのコミュニケーショ

ンをとりながら販売を行う人、やけどにもめげずに

ひたすらフランクフルトを焼く人、あまり期待して

いなかったボール投げゲームで思いがけない売上を

あげた人など、役割分担の中、楽しみながら、結束を

深めることができた有意義なイベントとなった。

　新緑の季節となりました。
　今月号から中小企業タイムズの附属誌が廃
止となり、本誌の紙面内容が一部リニューアル
しました。今まで以上に愛読される機関誌とし
てがんばっていきます。
　ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班
までお寄せ下さい。 

TEL 055-237-3215  FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

編

集

後

記

賑わい城下町に　　　
　青年中央会が初出店

ボール投げゲームに挑戦する女の子たち

餅つきを楽しむ子供

人事人事

紹介紹介

　初めまして４月から中央会に入りました、

千野哲宏です。

　今は先輩の担当している組合などに同行し

勉強の毎日です。

　中央会では職務を遂行するうえで、組合の

方に対して懇切な対応を心掛け、信頼関係を

築けるよう取り組んでいく所存です。

千野哲宏
ち   の   あ き  ひ ろ 　

■事務局長付

　　主　　事　千　野　哲　宏

採用

退職者

採用

退職者
■企画総務課

　　副 主 幹　伊　藤　文　仁
■求職活動推進室

　　推進室長　成　瀬　祥　六
■郡内支所

　　臨時職員　羽　田　恵利子

s開 催 日　平成18年5月29日（月）

s開催場所　昭和町　アピオ

s開催日程　14：00～15：00　通常総会

　　　　　　15：10～16：30　表彰式

　　　　　　16：40～18：00　交流会

中央会通常総会日程の
お知らせ

中央会通常総会日程の
お知らせ


